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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第41期
第３四半期
連結累計期間

第42期
第３四半期
連結累計期間

第41期
第３四半期
連結会計期間

第42期
第３四半期
連結会計期間

第41期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　３月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　９月１日
至　平成21年
　　11月30日

自　平成22年
　　９月１日
至　平成22年
　　11月30日

自　平成21年
　　３月１日
至　平成22年
　　２月28日

売上高 (千円) 62,693,51459,634,87419,937,25719,038,60284,291,283

経常利益 (千円) 294,356929,105 25,989 315,351828,703

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 193,564160,940△13,724 113,665457,157

純資産額 (千円) ― ― 14,764,25515,116,30815,026,300

総資産額 (千円) ― ― 70,516,00667,063,65769,545,413

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,276.691,307.151,299.39

１株当たり四半期(当期)
純利益又は１株当たり
四半期純損失(△)

(円) 16.75 13.93 △1.18 9.84 39.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 20.9 22.5 21.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 4,217,0434,345,575 ― ― 2,547,244

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △987,069242,617 ― ― △1,344,884

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,140,530△4,947,102 ― ― △1,084,692

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,371,4581,040,7731,399,682

従業員数 (人) ― ― 812 720 803

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

なお、第41期第３四半期連結会計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当た

り四半期純損失が計上されており、かつ、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(人) 720 (1,752)

(注) 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員(８時間換算)であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(人) 469 (888)

(注) 従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員(８時間換算)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 売上実績

当第３四半期連結会計期間における売上実績(営業収益のうちの売上高)を事業の種類別セグメントご

とに示すと、次のとおりであります。
　

事業の種類別セグメントの名称 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

小売事業 17,623,758 94.9

その他の事業 1,414,844 103.0

合計 19,038,602 95.5

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　小売事業の部門別売上高及び地域別売上高は、次のとおりであります。

　　　①　部門別売上高

部門別 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

食料品 11,439,925 95.3

生活用品 2,995,410 96.0

衣料品 3,107,877 92.9

その他 80,545 87.2

合計 17,623,758 94.9

　　　②　地域別売上高

地域別 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

岡山県 13,384,204 94.6

広島県 3,116,405 96.2

香川県 846,439 94.3

鳥取県 276,708 101.1

合計 17,623,758 94.9

３　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

小売事業 13,655,635 94.6

その他の事業 860,455 105.4

合計 14,516,090 95.2

(注) １　セグメント間取引については相殺消去しております。

２　小売事業の部門別仕入高は、次のとおりであります。

　　　　部門別仕入高

部門別 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

食料品 8,769,256 94.6

生活用品 2,451,385 94.0

衣料品 2,371,646 95.3

その他 63,347 91.4

合計 13,655,635 94.6

３　上記金額には、消費税等は含んでおりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
(1) 業績

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気の持ち直しの動きが見られましたもの

の、円高の進行や海外経済の減速懸念などから先行きの不透明感が増し、雇用情勢や所得環境の厳しさが

続くなか、個人消費は依然として低調なまま推移いたしました。小売業界におきましても、店舗間競争の

一層の激化に加え、節約志向や低価格志向の高まりが続くなど、経営環境は更に厳しさを増してまいりま

した。

　こうしたなか当社グループは、商品力や販売力の向上による営業力の強化と収益力の向上に取り組むと

ともに、コーポレート・ガバナンスの充実にも注力してまいりました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の営業収益（売上高及び営業収入）は198億88百万円（前年同四

半期比4.6％減）、営業利益は３億99百万円（前年同四半期比155.2％増）、経常利益は３億15百万円（前

年同四半期は経常利益25百万円）、四半期純利益は１億13百万円（前年同四半期は四半期純損失13百万

円）となりました。

事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。

小売事業につきましては、地域に密着した店づくりを目指し、お客様のニーズに対応した商品開発と品

揃えの充実に取り組むほか、販売促進方法や販売体制の見直しなどによるお客様の固定化や来店頻度の

向上に注力してまいりました。この結果、当第３四半期連結会計期間の小売事業の営業収益は182億73百

万円（前年同四半期比5.2％減）、営業利益は３億80百万円（前年同四半期比166.0％増）となりました。

その他の事業につきましては、惣菜等調理食品の製造販売が主なものであり、徹底した品質管理、衛生

管理に注力するとともに、商品開発力の強化や生産性の向上にも取り組んでまいりました。この結果、当

第３四半期連結会計期間のその他の事業の営業収益は16億15百万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利

益は18百万円（前年同四半期比40.5％増）となりました。

なお、上記金額には、消費税等は含んでおりません。

　
(2) 財政状態

①　資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ24億81百万円減少し、670

億63百万円となりました。これは主に、有形固定資産が９億79百万円減少したことや、投資その他の資

産が９億40百万円減少したことによるものであります。

②　負債

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ25億71百万円減少し、

519億47百万円となりました。これは主に、有利子負債の減少によるものであります。
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③　純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ90百万円増加し、151

億16百万円となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の期末残高は、第２四半期連結会計期間末に

比べ１億３百万円増加し、10億40百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ３億28百万円増加し、32億44百万円の収

入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が２億37百万円増加したことによるものであ

ります。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ６億92百万円増加し、２億24百万円の収

入となりました。これは主に、敷金及び保証金の回収による収入が４億87百万円増加したことによるも

のであります。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同四半期に比べ13億41百万円減少し、33億64百万円の支

出となりました。これは主に、短期借入金の純減少によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,550,00011,550,000

大阪証券取引所
(市場第二部)
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数
100株

計 11,550,00011,550,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年11月30日 ─ 11,550,000 ― 3,697,500 ― 5,347,500

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記録内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 11,549,100 115,491 ―

単元未満株式 普通株式 600 ― ―

発行済株式総数 11,550,000 ― ―

総株主の議決権 ― 115,491 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式100株(議決権１個)が含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社天満屋ストア

岡山市北区岡町13番16号 300 ― 300 0.00

計 ― 300 ― 300 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 706 713 701 705 704 730 699 749 750

最低(円) 681 698 650 653 685 677 671 690 707

(注)　株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役営業本部副本部長
兼店舗運営部統括部長

取締役店舗運営部統括部長 山本　宏 平成22年10月16日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、公認会計士中村國繁氏及び同波戸葵氏により四半期レビューを

受け、当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累

計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、イースト・

サン監査法人により四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,040,773 1,399,682

受取手形及び売掛金 1,483,807 1,557,814

営業貸付金 1,199,704 1,516,632

商品 5,107,530 5,249,041

貯蔵品 64,072 18,603

その他 1,439,580 1,535,159

貸倒引当金 △182,818 △195,286

流動資産合計 10,152,649 11,081,647

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,906,037 18,807,654

土地 16,699,693 16,682,175

その他（純額） 1,488,594 1,584,168

有形固定資産合計 ※１
 36,094,324

※１
 37,073,998

無形固定資産

のれん 621,051 656,531

その他 3,555,377 3,152,372

無形固定資産合計 4,176,429 3,808,903

投資その他の資産

差入保証金 6,076,276 6,562,892

敷金 7,999,799 8,506,390

その他 2,598,727 2,545,940

貸倒引当金 △34,549 △34,359

投資その他の資産合計 16,640,254 17,580,864

固定資産合計 56,911,008 58,463,766

資産合計 67,063,657 69,545,413
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,719,358 5,375,546

短期借入金 16,611,784 20,577,244

未払法人税等 168,210 144,802

賞与引当金 161,300 120,637

その他 2,043,429 2,167,632

流動負債合計 26,704,082 28,385,862

固定負債

長期借入金 17,682,052 18,519,315

退職給付引当金 2,601,121 2,769,849

役員退職慰労引当金 105,110 103,350

利息返還損失引当金 95,800 144,600

建物等撤去引当金 253,000 176,600

長期預り保証金 1,421,379 1,472,069

長期預り敷金 2,339,584 2,468,061

その他 745,217 479,405

固定負債合計 25,243,265 26,133,250

負債合計 51,947,348 54,519,112

純資産の部

株主資本

資本金 3,697,500 3,697,500

資本剰余金 5,347,500 5,347,500

利益剰余金 6,029,644 5,926,452

自己株式 △277 △191

株主資本合計 15,074,366 14,971,261

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 22,837 36,471

評価・換算差額等合計 22,837 36,471

少数株主持分 19,103 18,568

純資産合計 15,116,308 15,026,300

負債純資産合計 67,063,657 69,545,413
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 62,693,514 59,634,874

売上原価 47,160,944 44,874,434

売上総利益 15,532,569 14,760,439

営業収入 2,804,756 2,632,425

営業総利益 18,337,325 17,392,865

販売費及び一般管理費 ※１
 17,637,932

※１
 16,193,600

営業利益 699,393 1,199,265

営業外収益

受取利息及び配当金 24,190 28,090

協賛金収入 13,626 －

持分法による投資利益 － 95,835

その他 10,412 14,407

営業外収益合計 48,229 138,333

営業外費用

支払利息 445,708 401,624

その他 7,558 6,868

営業外費用合計 453,266 408,492

経常利益 294,356 929,105

特別利益

受取補償金 218,321 －

補助金収入 26,100 －

特別利益合計 244,421 －

特別損失

固定資産除却損 81,397 30,855

退職特別加算金 － 381,010

その他 12,480 176,098

特別損失合計 93,877 587,964

税金等調整前四半期純利益 444,899 341,141

法人税等 ※２
 251,576

※２
 178,165

少数株主利益又は少数株主損失（△） △241 2,035

四半期純利益 193,564 160,940
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 19,937,257 19,038,602

売上原価 14,948,620 14,245,781

売上総利益 4,988,637 4,792,820

営業収入 915,073 850,387

営業総利益 5,903,711 5,643,208

販売費及び一般管理費 ※１
 5,746,996

※１
 5,243,272

営業利益 156,714 399,936

営業外収益

受取利息及び配当金 13,500 9,364

持分法による投資利益 － 25,692

その他 4,017 10,985

営業外収益合計 17,518 46,042

営業外費用

支払利息 145,979 128,043

その他 2,263 2,583

営業外費用合計 148,242 130,626

経常利益 25,989 315,351

特別利益

補助金収入 26,100 －

特別利益合計 26,100 －

特別損失

固定資産除却損 40,739 4,819

固定資産評価損 － 58,262

その他 6,052 9,068

特別損失合計 46,792 72,149

税金等調整前四半期純利益 5,297 243,201

法人税等 ※２
 18,421

※２
 129,394

少数株主利益 600 141

四半期純利益又は四半期純損失（△） △13,724 113,665
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 444,899 341,141

減価償却費 1,515,215 1,449,466

のれん償却額 35,479 35,479

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,278 △12,278

賞与引当金の増減額（△は減少） 50,149 40,663

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,183 △168,728

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,400 1,760

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △30,000 △48,800

建物等撤去引当金の増減額（△は減少） △16,570 76,400

受取利息及び受取配当金 △24,190 △28,090

支払利息 445,708 401,624

持分法による投資損益（△は益） － △95,835

固定資産除却損 81,397 30,855

固定資産評価損 － 58,262

売上債権の増減額（△は増加） △63,119 74,007

営業貸付金の増減額（△は増加） 144,206 316,928

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,222 96,042

仕入債務の増減額（△は減少） 2,759,544 2,376,151

その他 △152,878 △8,146

小計 5,169,124 4,936,902

利息及び配当金の受取額 24,320 28,223

利息の支払額 △458,436 △411,151

法人税等の支払額 △517,964 △208,399

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,217,043 4,345,575

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,161,544 △351,307

無形固定資産の取得による支出 △145,855 △210,827

貸付けによる支出 △16,398 －

貸付金の回収による収入 2,666 3,009

敷金及び保証金の差入による支出 △8,001 △5,178

敷金及び保証金の回収による収入 505,799 1,001,038

預り敷金及び保証金の受入による収入 29,984 115,495

預り敷金及び保証金の返還による支出 △193,721 △309,613

投資活動によるキャッシュ・フロー △987,069 242,617
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,740,000 △3,664,900

長期借入れによる収入 8,792,000 8,370,000

長期借入金の返済による支出 △9,082,800 △9,507,823

リース債務の返済による支出 △49,543 △79,279

自己株式の取得による支出 △37 △86

配当金の支払額 △57,749 △57,748

その他 △2,400 △7,264

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,140,530 △4,947,102

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 89,443 △358,909

現金及び現金同等物の期首残高 1,282,014 1,399,682

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,371,458

※
 1,040,773
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

１ 持分法の適用に関する

事項の変更

持分法適用関連会社

ａ 持分法適用関連会社の変更

議決権の所有割合が増加したことにより関連会社となった株式会社キャリア

プランニングについては、第２四半期連結会計期間より持分法の適用の範囲に含

めております。

ｂ 変更後の持分法適用関連会社の数

１社

２ 会計処理基準に関する

事項の変更

 

企業結合に関する会計基準等の適用

第２四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(平成20年12月

26日　企業会計基準第21号)、「連結財務諸表に関する会計基準」(平成20年12月

26日　企業会計基準第22号)、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」

(平成20年12月26日　企業会計基準第23号)、「事業分離等に関する会計基準」

（平成20年12月26日　企業会計基準第７号)、「持分法に関する会計基準」(平成

20年12月26日公表分　企業会計基準第16号)及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」(平成20年12月26日　企業会計基準適用指針第

10号)を適用しております。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

１ 一般債権の貸倒見積高

の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したも

のと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用

して貸倒見積高を算定しております。

２ たな卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略

し、前連結会計年度に係る実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

３ 固定資産の減価償却費

の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

税金費用の計算 税金費用の計算については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 46,742,163千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 45,994,919千円

　 　
　２　　　　　　　　　─── 　２　保証債務

　　　連結会社以外の会社の金融機関からの借入に対し、保

証予約を行っております。

㈿久世ロマンチックタウン 20,047千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料及び賞与 5,521,140千円

賞与引当金繰入額 232,500千円

退職給付引当金繰入額 172,344千円

賃借料 3,171,330千円

減価償却費 1,515,215千円

貸倒引当金繰入額 42,810千円

利息返還損失引当金繰入額 44,531千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料及び賞与 4,972,060千円

賞与引当金繰入額 161,300千円

退職給付引当金繰入額 172,194千円

賃借料 3,058,513千円

減価償却費 1,449,466千円

利息返還損失引当金繰入額 16,261千円

　 　

 
※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して　　お

ります。
 

※２　　　　　　　　　同左

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料及び賞与 1,802,662千円

賞与引当金繰入額 83,243千円

退職給付引当金繰入額 56,143千円

賃借料 1,044,947千円

減価償却費 530,809千円

貸倒引当金繰入額 23,113千円

 

※１　販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給料及び賞与 1,596,527千円

賞与引当金繰入額 62,910千円

退職給付引当金繰入額 56,405千円

賃借料 992,683千円

減価償却費 492,963千円

　 　
 

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して　　お

ります。
 

※２　　　　　　　　　同左
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている現金及び預金勘定の金額

は一致しております。
 

※　　　　　　　　　　同左

　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日 

至  平成22年11月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,550,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 347

　

３  新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成22年５月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 28,874２円50銭平成22年２月28日 平成22年５月28日

平成22年10月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 28,874２円50銭平成22年８月31日 平成22年11月10日

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　
(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)

 ヘッジ会計が適用されるため、記載の対象から除いております。

　
(ストック・オプション等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

 該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)

　
小売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

　　営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

19,280,4651,571,86520,852,331 ― 20,852,331

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

22,192 342,227 364,420(364,420) ―

計 19,302,6581,914,09321,216,752(364,420)20,852,331

　　営業利益 143,237 13,476 156,714 ─ 156,714

(注) １　事業区分の方法

　　　　　 事業区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しています。

　　　 ２　各事業区分の主要な内容

　　　　  ・小売事業‥‥‥‥食料品、雑貨、衣料品の小売業及びこれに付帯する店舗賃貸業等であります。

　　　　  ・その他の事業‥‥惣菜等調理食品の製造販売業及び関係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

　
小売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

　　営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

18,273,7241,615,26519,888,990 ― 19,888,990

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

21,432 327,399 348,831(348,831) ―

計 18,295,1561,942,66520,237,821(348,831)19,888,990

　　営業利益 380,996 18,939 399,936 ─ 399,936

(注) １　事業区分の方法

　　　　　 事業区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しています。

　　　 ２　各事業区分の主要な内容

　　　　  ・小売事業‥‥‥‥食料品、雑貨、衣料品の小売業及びこれに付帯する店舗賃貸業等であります。

　　　　  ・その他の事業‥‥惣菜等調理食品の製造販売業及び関係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。
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前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年11月30日)

　
小売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

　　営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

60,638,2024,860,06865,498,270 ― 65,498,270

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

71,1721,085,4231,156,596(1,156,596) ―

計 60,709,3745,945,49266,654,866(1,156,596)65,498,270

　　営業利益又は
　　営業損失(△)

729,685△30,292 699,393 ─ 699,393

(注) １　事業区分の方法

　　　　　 事業区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しています。

　　　 ２　各事業区分の主要な内容

　　　　  ・小売事業‥‥‥‥食料品、雑貨、衣料品の小売業及びこれに付帯する店舗賃貸業等であります。

　　　　  ・その他の事業‥‥惣菜等調理食品の製造販売業及び関係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

　
小売事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

　　営業収益 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

57,226,5325,040,76762,267,300 ― 62,267,300

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

69,0971,041,4351,110,533(1,110,533) ―

計 57,295,6306,082,20363,377,834(1,110,533)62,267,300

　　営業利益 1,064,778134,4861,199,265 ─ 1,199,265

(注) １　事業区分の方法

　　　　　 事業区分の方法は、グループ内の事業展開を基準として区分しています。

　　　 ２　各事業区分の主要な内容

　　　　  ・小売事業‥‥‥‥食料品、雑貨、衣料品の小売業及びこれに付帯する店舗賃貸業等であります。

　　　　  ・その他の事業‥‥惣菜等調理食品の製造販売業及び関係会社等への商品供給に係る事業であります。

　　　 ３　営業収益は、売上高及び営業収入の合計額であります。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１

日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

当グループはすべて本国で事業を営んでおり、該当事項がないため、その記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年９月１日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自　平成21年３月１

日　至　平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年３月１日　至　平成22年11月30日)

海外売上高は該当事項がないため、その記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年９月１日　至　平成22年11月30日)

 該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

１株当たり純資産額 1,307.15円 1,299.39円

(注) １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末 
(平成22年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 15,116,308 15,026,300

普通株式に係る純資産額(千円) 15,097,204 15,007,732

差額の主な内訳(千円) 　 　

　少数株主持分 19,103 18,568

普通株式の発行済株式数(株) 11,550,000 11,550,000

普通株式の自己株式数(株) 347 218

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

11,549,653 11,549,782

　
２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

 １株当たり四半期純利益 16.75円 13.93円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　 ２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 
  至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 193,564 160,940

普通株式に係る四半期純利益(千円) 193,564 160,940

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 11,549,826 11,549,700
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第３四半期連結会計期間

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

△1.18円 9.84円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

なお、前第３四半期連結会計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

半期純損失が計上されており、かつ、潜在株式がないため記載しておりません。

　　 ２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年９月１日 
  至　平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日 
  至　平成22年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△13,724 113,665

普通株式に係る四半期純利益
又は四半期純損失(△)(千円)

△13,724 113,665

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 11,549,815 11,549,653

　
(重要な後発事象)

 該当事項はありません。
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２ 【その他】

平成22年10月７日開催の取締役会において、平成22年８月31日の最終の株主名簿に記録された株主

に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

中間配当金の総額 28,874千円

１株当たりの中間配当金 ２円50銭

支払請求権の効力発生日
及び支払開始日

平成22年11月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年１月８日

株式会社天満屋ストア

取締役会　御中

　

　　　中村公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　中　　村　　國　　繁　　　㊞

　

　　　波戸公認会計士事務所

　

　 　 公認会計士　　波　　戸　　　　　葵　　　㊞

　
私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

天満屋ストアの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビュー

を行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の平成21年

11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と私たちとの間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年１月５日

株式会社天満屋ストア

取締役会　御中

　

イースト・サン監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　太　田　洋　一　　㊞

　

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　大　山　彰　英　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社天満屋ストアの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22

年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社天満屋ストア及び連結子会社の平成

22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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